
あ
な
た
や
家
族
の
将
来
を
支
え
る
た
め
に 

介
護
保
険
制
度

　
65
歳
（
第
１
号
被
保
険
者
）
と
な
る
人

へ
、
被
保
険
者
証
（
ピ
ン
ク
色
）
を
送
り

ま
す
。
介
護
認
定
の
申
請
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
時
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

届
い
た
ら
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
３
年
間
の
保
険
料
を

決
定
し
ま
し
た
。
保
険
料
額
は
、
本
人
の

前
年
の
所
得
額
や
年
金
収
入
額
と
、
本
人

や
同
じ
世
帯
の
人
の
市
民
税
の
課
税
状
況

に
よ
っ
て
算
定
し
ま
す
。
前
年
度
か
ら
の

保
険
料
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一

部
の
所
得
段
階
で
基
準
と
な
る
所
得
金
額

を
変
更
し
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
人
に
、
７
月
13
日
㈫
に
介

護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
の
納
付

は
、
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
で
す
。

　

特
別
徴
収
が
で
き
な
い
場
合
に
限
り
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
の
納
付
（
普

通
徴
収
）
と
な
り
ま
す
。
特
別
徴
収
が
で

き
る
人
は
普
通
徴
収
で
納
付
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
40
〜
64
歳
の
人
の

保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
料

と
一
括
納
付
で
す
。

【
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
人
】

○
老
齢
・
退
職
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
が
年
額
18
万
円
（
月
額
１
万
５
千

円
）
未
満
の
人

○
65
歳
に
な
っ
た
直
後
の
人

○
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
直
後
の
人

○
年
度
当
初
（
４
月
１
日
現
在
）
で
年
金

を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
人

○
年
度
途
中
に
保
険
料
の
所
得
段
階
が
変

更
に
な
っ
た
人

○
年
金
を
担
保
に
し
て
資
金
の
貸
付
を
受

け
た
人　
な
ど

　
災
害
に
あ
っ
た
と
き
や
、
収
入
が
著
し

く
減
少
し
た
と
き
は
、
保
険
料
の
減
免
や

徴
収
猶
予
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
の
人
は
保
険
料

の
減
免
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

トピックス

所得段階 対象者の前年の合計所得金額 保険料の割合 年間保険料額

第７段階 本
人
が
市
民
税
課
税

125万円以上
200万円未満の人

125万円以上
210万円未満の人 基準額× 1.25 97,864 円

第８段階 200 万円以上
300万円未満の人

210万円以上
320万円未満の人 基準額× 1.50 117,437 円

第９段階
300 万円以上
500万円未満の人

320万円以上
500万円未満の人

基準額× 1.70 133,095 円

第１号被保険者所得段階別保険料（令和３～５年度）　＊抜粋

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
誰
も
が
安
心
し
て
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で

支
え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

一
定
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
、市
町
村
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、

指
定
さ
れ
た
事
業
者
か
ら
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
介
護
高
齢
福
祉
課

　
　
　
☎
26
・
３
９
３
９　
℻  
26
・
３
９
５
０　

kaigo@
city.iga.lg.jp

※基準額：78,291 円

〈変更前〉 〈変更後〉

介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
を
送
り
ま
す

保
険
料
の
納
め
方

被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す

介
護
保
険
料
を
決
定
し
ま
し
た

保
険
料
の
減
免
・
徴
収
猶
予

　
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
１
カ
月
に
支

払
っ
た
負
担
額
の
合
計
が
上
限
額
を
超
え

た
と
き
に
、
超
え
た
分
の
お
金
が
払
い
戻

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
と
利
用

し
て
い
な
い
人
の
公
平
性
を
保
ち
、
負
担

能
力
に
応
じ
た
負
担
を
お
願
い
す
る
た

め
、
８
月
か
ら
現
役
並
み
所
得
者
の
区
分

が
細
分
化
さ
れ
、
上
限
額
が
一
部
変
わ
り

ま
す
。

　
低
所
得
者
の
人
の
介
護
保
険
施
設
利
用

が
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
申
請
に
よ

り
食
費
と
居
住
費
の
一
定
額
（
負
担
限
度

額
）以
上
は
介
護
保
険
で
給
付
さ
れ
ま
す
。

令
和
３
年
８
月
か
ら
、
食
費
・
居
住
費
軽

減
の
適
用
要
件
と
負
担
限
度
額
が
一
部
変

わ
り
ま
す
。

○
従
来
の
利
用
者
負
担
第
３
段
階
が
２
つ

の
段
階
（
第
３
段
階
①
、第
３
段
階
②
）

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

○
施
設
入
所
時
と
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
利
用
時
で
食
費
の
費
用
負
担

額
が
変
わ
り
ま
す
。

○
預
貯
金
等
に
つ
い
て
、
一
律
単
身

１
千
万
円
ま
た
は
夫
婦
２
千
万
円
以
下

か
ら
、
次
の
利
用
者
負
担
段
階
別
に

変
わ
り
ま
す
。

利
用
者
の
負
担
段
階
別
預
貯
金
の
上
限

第
１
段
階
：
単
身
１
，０
０
０
万
円

ま
た
は
夫
婦
２
，０
０
０
万
円
以
下

第
２
段
階
：
単
身
６
５
０
万
円

ま
た
は
夫
婦
１
，６
５
０
万
円
以
下

第
３
段
階
①
：
単
身
５
５
０
万
円

ま
た
は
夫
婦
１
，５
５
０
万
円
以
下

第
３
段
階
②
：
単
身
５
０
０
万
円

ま
た
は
夫
婦
１
，５
０
０
万
円
以
下

　
現
在
の
負
担
限
度
額
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
㈯
で
す
。
８
月
以
降
分
の

更
新
申
請
の
お
知
ら
せ
を
６
月
下
旬
に
発

送
し
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
認
定
が
必

要
な
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
更
新
申
請
の
お
知
ら
せ
に
記
載
し
て
い

ま
す
。

　
申
請
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
こ
の
認
定
証
は
、
介
護
保
険
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
・
介
護
医
療
院
に
入

所
し
て
い
る
人
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
の
食
費
・
居
住
費

（
滞
在
費
）
を
限
度
額
ま
で
に
抑
え
、

負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

※
負
担
段
階
を
判
定
す
る
対
象
所
得
に
は

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
の
非
課
税

年
金
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
８
月
１
日
㈰
以
降
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
の
自
己
負
担
割
合
を
記

載
し
た
割
合
証
を
、
７
月
28
日
㈬
以
降
順

次
発
送
し
ま
す
。
な
お
、
８
月
１
日
時
点

で
介
護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
更
新
（
変

更
）
認
定
申
請
中
の
人
は
、
認
定
結
果
に

同
封
し
ま
す
。

利用者負担段階区分 上限額（月額）
●年収約 1,160 万円以上 世帯 140,100 円
●年収約 770万円以上約 1,160 万円未満 世帯 93,000 円
●年収約 383万円以上約 770万円未満 世帯 44,400 円

利用者負担段階区分 上限額（月額）
●現役並み所得者
同じ世帯に課税所得 145万円以上の 65歳以上の人
がいて、65歳以上の人の収入が単身の場合 383 万
円以上、２人以上の場合 520万円以上ある世帯の人

世帯 44,400 円

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

利用者負担段階
居住費等 食　　費

ユニット型個室 ユニット型個室的多床室 従来型個室 多床室 施設サービス 短期入所サービス

第１段階 ●本人および世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金の受給者
●生活保護の受給者 820円 490円 490円

（320円） 0 300円 300円

第２段階 本人および世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税年
金収入額、非課税年金収入額の合計金額が年間 80万円以下の人 820円 490円 490円

（420円） 370円 390円 600円

第３段階① 本人および世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入
額、非課税年金収入額の合計金額が年間 80万円超 120万円以下の人 1,310 円 1,310 円 1,310 円

（820円） 370円 650円 1,000 円

第３段階② 本人および世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税年
金収入額、非課税年金収入額の合計金額が年間 120万円超の人 1,310 円 1,310 円 1,310 円

（820円） 370円 1,360 円 1,300 円

令和３年８月～　負担限度額（１日あたり）

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合は、（　）内の金額となります。

介
護
保
険
負
担

割
合
証
を
発
送
し
ま
す

低
所
得
者
の
負
担
限
度
額
が

一
部
変
わ
り
ま
す

令和３年７月利用分まで

令和３年８月利用分から
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た
分
の
お
金
が
払
い
戻

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
と
利
用

し
て
い
な
い
人
の
公
平
性
を
保
ち
、
負
担

能
力
に
応
じ
た
負
担
を
お
願
い
す
る
た

め
、
８
月
か
ら
現
役
並
み
所
得
者
の
区
分

が
細
分
化
さ
れ
、
上
限
額
が
一
部
変
わ
り

ま
す
。

　
低
所
得
者
の
人
の
介
護
保
険
施
設
利
用

が
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
申
請
に
よ

り
食
費
と
居
住
費
の
一
定
額
（
負
担
限
度

額
）以
上
は
介
護
保
険
で
給
付
さ
れ
ま
す
。

令
和
３
年
８
月
か
ら
、
食
費
・
居
住
費
軽

減
の
適
用
要
件
と
負
担
限
度
額
が
一
部
変

わ
り
ま
す
。

○
従
来
の
利
用
者
負
担
第
３
段
階
が
２
つ

の
段
階
（
第
３
段
階
①
、第
３
段
階
②
）

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

○
施
設
入
所
時
と
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
利
用
時
で
食
費
の
費
用
負
担

額
が
変
わ
り
ま
す
。

○
預
貯
金
等
に
つ
い
て
、
一
律
単
身

１
千
万
円
ま
た
は
夫
婦
２
千
万
円
以
下

か
ら
、
次
の
利
用
者
負
担
段
階
別
に

変
わ
り
ま
す
。

利
用
者
の
負
担
段
階
別
預
貯
金
の
上
限

第
１
段
階
：
単
身
１
，０
０
０
万
円

ま
た
は
夫
婦
２
，０
０
０
万
円
以
下

第
２
段
階
：
単
身
６
５
０
万
円

ま
た
は
夫
婦
１
，６
５
０
万
円
以
下

第
３
段
階
①
：
単
身
５
５
０
万
円

ま
た
は
夫
婦
１
，５
５
０
万
円
以
下

第
３
段
階
②
：
単
身
５
０
０
万
円

ま
た
は
夫
婦
１
，５
０
０
万
円
以
下

　
現
在
の
負
担
限
度
額
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
㈯
で
す
。
８
月
以
降
分
の

更
新
申
請
の
お
知
ら
せ
を
６
月
下
旬
に
発

送
し
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
認
定
が
必

要
な
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
更
新
申
請
の
お
知
ら
せ
に
記
載
し
て
い

ま
す
。

　
申
請
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
こ
の
認
定
証
は
、
介
護
保
険
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
・
介
護
医
療
院
に
入

所
し
て
い
る
人
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
の
食
費
・
居
住
費

（
滞
在
費
）
を
限
度
額
ま
で
に
抑
え
、

負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

※
負
担
段
階
を
判
定
す
る
対
象
所
得
に
は

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
の
非
課
税

年
金
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
８
月
１
日
㈰
以
降
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
の
自
己
負
担
割
合
を
記

載
し
た
割
合
証
を
、
７
月
28
日
㈬
以
降
順

次
発
送
し
ま
す
。
な
お
、
８
月
１
日
時
点

で
介
護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
更
新
（
変

更
）
認
定
申
請
中
の
人
は
、
認
定
結
果
に

同
封
し
ま
す
。

利用者負担段階区分 上限額（月額）
●年収約 1,160 万円以上 世帯 140,100 円
●年収約 770万円以上約 1,160 万円未満 世帯 93,000 円
●年収約 383万円以上約 770万円未満 世帯 44,400 円

利用者負担段階区分 上限額（月額）
●現役並み所得者
同じ世帯に課税所得 145万円以上の 65歳以上の人
がいて、65歳以上の人の収入が単身の場合 383 万
円以上、２人以上の場合 520万円以上ある世帯の人

世帯 44,400 円

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

利用者負担段階
居住費等 食　　費

ユニット型個室 ユニット型個室的多床室 従来型個室 多床室 施設サービス 短期入所サービス

第１段階 ●本人および世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金の受給者
●生活保護の受給者 820円 490円 490円

（320円） 0 300円 300円

第２段階 本人および世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税年
金収入額、非課税年金収入額の合計金額が年間 80万円以下の人 820円 490円 490円

（420円） 370円 390円 600円

第３段階① 本人および世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入
額、非課税年金収入額の合計金額が年間 80万円超 120万円以下の人 1,310 円 1,310 円 1,310 円

（820円） 370円 650円 1,000 円

第３段階② 本人および世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税年
金収入額、非課税年金収入額の合計金額が年間 120万円超の人 1,310 円 1,310 円 1,310 円

（820円） 370円 1,360 円 1,300 円

令和３年８月～　負担限度額（１日あたり）

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合は、（　）内の金額となります。

介
護
保
険
負
担

割
合
証
を
発
送
し
ま
す

低
所
得
者
の
負
担
限
度
額
が

一
部
変
わ
り
ま
す

令和３年７月利用分まで

令和３年８月利用分から
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